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シ ン ポ ジ ウ ム

Rational Animals, Irrational Humans

開催日　2008年2月9-11日

企画班　全体

企画者　渡辺茂、岡田光弘

講演者 　 9日 D.Lestel(ENS, France), A. Blaisdell(UCLA, USA), A. von Bayem(Univ.

        Cambrige, UK), C. Schlogl(KLF, Austria), L. Castro(Univ. Iowa, USA), A.

        Seed(MPI, Germany), E. Freidin(Univ. Oxford, UK), R. Adam(Univ. Ruhr-

        Bochum, Germany)

        10日 L.Huber(Univ. Vienna, Austria), A. Young(McGill Univ., Canada), H.

        Suzuki(Aoyama Gakuen Univ., Japan), C. Teufel(Univ. Cambridge, UK), N. Dan

        (Univ. Tokyo, Japan), N. Kondo(keio Univ., Japan), Y. Yamazaki(RIKEN, Japan)

        11日M.Hasegawa(The Graduate University for Advanced Studies., Japan), M.

        Mimura(Shows Univ., Japan), Y. Terasawa(Keiko Univ., Japan), J-Y. Girard

        (IML, France), M. Okada(keio Univ., Japan)

 平 成20年2月9日 よ り3日 間 、 三 田 キ ャ ンパ ス

北 館 ホー ル におい て、'Rational Animals, lrrational

Human<"と い う題 名 の第3回 全 体 シ ンポ ジ ウムが

催 され た。 動 物 、 ヒ トを対 象 と した研 究 を行 ってい

る様 々 な専 門 分 野 の 研 究 者 た ちが 国 内 外 よ り招 聰

され 、GCOEの 研 究 者 た ち と とも に発.表 を行 い、 議

論 を戦 わせ た。

 初 日 の9日 は渡 辺 教 授 の 開 会 の.言葉 で幕 を開 け、

様 々 な 種 を 用 い た 比 較 研 究 の 発 表 が 続 い た 。

ALestel博 士(ENS)に より、動 物 の"ra�nality"

につ いて の様 々 な見解 につ い て論 じられ た,,そ の後 、

A、Blaisdell博:士 (UCLA)、A. von Bayern博 十

(ケ ンブ リ ッジ大 学)、C. Schloegl博 士(コ ンラー ト

ロー レンッ研 究 所)、L . Castro博r:(ア イオ ワ大

学)、A. Seed博 十(マ ック スプ ラ ンク研 究 所)、 E.

Freidin.博 士(オ ッ クス フ ォ・一 ド.大学:)、 R, Adam.1専

士(ボ ー フム大 学)に よる講 演 が あ った。 内容 は因

果 推 論 、 視 点 取 得 、 大 脳 半 球 機 能 差 な ど多 岐 にわ

た った 。 比.較 の観 点 を持 っ た推 論 研 究 で は、 自 然

な環 境 を シ ミュ レー トした よ うな場 面 での 間.題解 決

課 題 が 多 く利 用 され る一・方 で 、 連 合 学 習 ・.占典 的

条件 づ けの枠511み に よる 口∫能 性 が 論 じられ たのが 印

象 的 で あ った。 セ ッ シ ョン終 了 後 、 レセ プ シ ョ ンで

参 加 者 た ちは 親 睦 を深 めた 。

 二 口 日は動 物 の み な らず 、 ヒ トにつ いての研 究 も

多 く見 られ たセ ッ シ ョン とな った。L. Iluber教 授

(ウ ィー ン.大学)は 様 々 な種 を用 いた実 験 を紹 介 す

る中 で、 模 倣 場.面にお いて 、 た だ単 純 に行 動 をコ ピ

ーす るの で は な く、 あ る理 由 に基 づ いて模 倣 すべ き

行 動 を選 択 す る こ とが子 供 とイヌ に認 め られ る とい

う興 味 深 い 報 告 を行 っ た。 続 いて 、A. Young教 授

(マ ッギ ル大 学)、 鈴 木 宏 明 教 授(古 山 学 院 大 学)、

C.Teufel博 十(ケ ンブ リ ッジ大 学)、.日.直 子.博十

(.東京 大 学)、 近 藤 紀 子 氏(社 研)、 筆 者 らの グルー

プ(IIIIP'vf・小 川 昭 和}1専.上・入 来 篤 史教 授 、 理 研)

に よ る発.表が あっ たが、 ヒ トの社 会 的 ・物 理 的 推 論

に つ いて の 発 達 的 ・生 物 学 的.基盤 に迫 る 内 容 であ

っ た。 休 憩 時 間 に は塾 内 のお 茶 の宗 匠 に よる 点 茶

が あ った。

 ;日 目 は長.谷川 真 理 子 教 授(総 研.大)に よる発

表 で始 まった が、 最 終i_iの 朝 に もか か わ らず 、 イ.殺

しの生 物 学 的 ・社 会 的 ・.文化 的 要 因 な どをめ ぐ り

活 発 な議 論 が な され た。 続 い て、 三 村 將.博..L (昭

和 大 学)、 寺 澤 悠 理LZは ヒ トの 社 会 認 知 につ い ての

脳 画 像 研 究 につ いて の 講 演 を行 っ た。 午 後 はJ.一Y.

Girard教 授(nvu)、 岡 田 光 弘 教 授 に よる論 埋 学 か

らの話 題 提 供 が あ った 。3日 間 の 日程 は フェ ア ウェ

ル パー テ.イー で 幕 を 閉 じた。

 休 憩 や 食事 な どで の ち ょっ と した会 話 の 中 で、 イi・∫

を以 てrationalな 行 動 とす るか 、 とい う点 に演 者 た

ち が苦 慮 して い た よ うな こ と を耳 に した。 言 うまで

もな くrationalと い う言 葉 は 多 義 的 で あ るが 、 い く
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らで も解 釈 の仕 方 が あ るため に却 って 、研.究の各 論

の み な らず 、 発 表 者 の立 場 や 観 点 とい った、 学 会 発

.表な どで は なか なか 聞 くこ とので きな い内 容 を聞 け

た よ うに思 う。 発 表 後 の 質 疑 応 答 の時rnyが 十 分 に

確 保 され て いた こ と もあ り、 そ れぞ れ の発 表 者 の研

究 手 法 や実 験 対 象 、 考 察 の レベ ル な どは全 く異 な

って い た に もかか わ らず 、 何 がrationalか 、 とい う

根 っ この部 分 の 問 題 を十 分 に共 有 で きた ので は な い

かと思 う。

 なお、このシンポジウムの演者らによる論文に外

部からの招待論文を加 えて、シンポジウムと同名の

論文集を慶應 義塾大学出版会から刊行.予定である

ので、ご期待いただきたい。.   (山崎由美子)
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